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11．．ははじじめめにに  

我が国の造船業を取り巻く環境は，以前にも増して，非常

に厳しい状態が続いており，造船業の安定した経営基盤の確

立と国際競争力強化は喫緊の課題である．国土交通省におい

ても，海事クラスターや付加価値領域の変化など，我が国造

船・舶用工業が向かうべき将来像について，「海事産業将来

像検討会」で議論を行ってきた．このような産官学が一体と

なった海事産業の将来像に関する議論の流れ，デジタル化な

ど技術革新の動きを注視しながら，我が国造船業の発展を下

支えすることを目的に，海上技術研究所が事務局となって，

「次世代造船設計システム研究会」（以下，研究会という）

を設置した． 

研究会は，大学，造船所，舶用機器メーカー，日本船舶技

術研究協会，日本海事協会，システムベンダー等が会員とな

り，国土交通省海事局 海洋・環境政策課，船舶産業課がオブ

ザーバーとなり開催された．研究会は，令和元年 11月から 2

ヶ月にわたって，４回開催された．第１回から第３回は，テ

ーマに沿った講演と意見交換を行った．第４回は，それまで

の議論を踏まえて全体取りまとめの議論を行った． 

大型ロット発注への対応や設計・開発リソースの集約等を

念頭におくと，従来ライバルと位置付けていた同業他社との

アライアンスが大きな武器になり得，そのためには情報共通

基盤の整備が必要と考えられる．本稿では，想定することの

困難であったライバル社との連携も有り得るといった社会

システムの変革をも含むものとして次世代造船システムの

構想を検討した． 

 
22．．造造船船業業をを取取りり巻巻くく現現状状  

2．1 韓国・中国との競争状況 

現在，韓国，中国の造船所は巨大グループに集約している．

韓国・中国の大手造船所は，日本と比較して大規模な造船設

備（ドック・船台）を保有しているほか，従業員数，敷地面

積の規模も大きい．一方，我が国造船所は，経営統合等にむ

けた動きがあるものの，韓国・中国のような２大グループ化

までには至っていない． 

このような海事産業の実態をうけて，国土交通省では，「海

事産業将来像検討会」を開催している．本検討会では，我が

国の造船・舶用工業等の海事産業は，国際的な物流手段の確

保は言うに及ばず，国内における地域の経済，雇用を支えて

きたこと，海洋立国としての我が国の社会経済の基盤を提供

してきたこと，経済成長や安全保障に貢献してきたことを踏

まえて，将来に向けた方策を検討してきた．そのなかで，造

船業における企業間連携，協業，統合の促進他，多方面にわ

たる議論を行い，その検討結果を取りまとめ中である． 
 

2．2 デジタル化を踏まえた技術革新の流れ 

現在，第４次産業革命といわれるように，デジタル化を中

心とする技術革新が国際的に広がっている．アナログをデジ

タルに変換するデジタイゼーション，業務プロセス全体を完

全にデジタル化し，既存サービスの付加価値向上，業務の効

率化等を目指したデジタライゼーション，さらにその先に，

経営の仕組みやビジネスを作り替えることを目標にしたデ

ジタルトランスフォーメーションの動き等が，海事分野でも

話題になっている 1)． 

造船所での設計は，基本計画から基本設計，詳細設計，生

産設計へと進んでいく．３次元 CADをベースに PLM (Product 

Life Cycle Management)と一体となったソリューションを提

供するサービスがある．設計の上流工程で作成したデジタル

データを下流工程で追加・更新する．上流工程から下流工程

におけるデジタルデータの一貫性が，業務効率を向上させる

ことにつながる．これは，デジタライゼーションによる業務

プロセスの変革である．また，CAD システムの特徴や，業務

効率等の面から，設計段階に応じて異なるCADシステムを用

いる場合もある．このようなケースでは，円滑なデータ連携

を行うための API（Application Programming Interface）等

が必要になってくる．一体となったソリューションも，設計

段階に応じて異なる CADシステムを用いる場合も，設計部署

を超えたデータの連携を円滑に行うことによる業務効率化，

設計リードタイムの短縮化など，設計プロセス全体の最適化

の観点から，設計・建造を見直していくことは必要である． 

デジタル化の動きは，建築業においても，積極的な取り組

みが進んでいる 2)．造船業は，一品受注産業である．そして

膨大な数の部品を取り扱う．また，船舶の構造部材寸法等を

決定する機能設計は，ブロック分割，すなわち造船所のクレ

ーン能力等施設の影響，工程設計等と関連する．そのため，

設計上流段階において，他の構造製品以上に建造を意識した

設計を行う必要もある．これは，造船設計の特徴の一つと考

える．一品受注産業である建築業など，類似する業界のデジ

タル化の動きは，造船業界のデジタル化において，参考にな

ると考える． 

韓国，中国の造船所は，生産性向上を目的に，システムベ

ンダーと協力して，生産シミュレーション等のデジタル化に

積極的に取り組んでいる 3), 4)． 

 

33．．課課題題とと解解決決策策  

我が国の造船業は，韓国，中国の造船業と比較して国際競

争力（特に，価格競争）において，厳しい状況にある．これ

に打ち勝つためには，安定した経営基盤を取り戻し，国際競

争力強化のために生産性向上を目指して，直面する課題を解

決していく必要がある．そこで，我が国造船業界が直面する

課題を整理し，その解決策の検討結果を以下のとおりとりま

とめた． 

経営上，売り上げをいかに上げるか，これは至上命題であ

るが，価格と建造量をいかにコントロールするかにかかる．

価格面での改善を行うにあたって，バーゲニングパワーをね

らった共同調達，受注量の確保など規模による改善と固定費

の削減，生産性の向上など効率面での改善が考えられる． 

ここでは，コスト競争力強化と生産性向上の二つを課題と

した．これら二つの課題を解決することで，適正な受注機会

の確保，例えば，大型ロット発注はじめ顧客への選択肢の充

実が実現できると考える． 

コスト競争力を強化するためには，研究・開発，営業・引

き合い，設計，調達，建造と様々な段階での課題と解決策が

考えられる．我が国の造船における課題として，研究・開発，

設計段階では，人材不足が原因と考えられる設計工数の増加

が挙げられる．このような課題には，現在，造船所毎に取り

組んでいる開発・設計を共同して行うことが解決策の一つと

考える．また，ロット受注に我が国造船所が対応できていな

いとの懸念もある．このような受注機会を逸失しないために

も，共同営業，共同調達は一つの解決策である．韓国・中国
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の造船業が巨大グループ化する国際事情を考慮すると，期待

される解決策の一つであり，それを実現するためのアライア

ンス体制整備が必要と考える． 

また，契約段階のような初期段階では，不確定な項目が多

い中で精緻な見積を作成する必要がある．そして，見積もり

を超えるコスト増を引き起こさないように，プロジェクト管

理を徹底する必要がある．不確定な因子を含んだ計画モデル

を精緻なものにモニタリングを通じて修正していく必要が

ある．プロジェクト管理を徹底することを目的に，デジタル

ツインの実現が挙げられる．ここでは開発・設計から竣工ま

でを対象にした工場デジタルツインを解決策の一つと考え

る． 

 

3．1 アライアンス体制 

解決策の一つに，アライアンス体制を挙げる．図－１は，

アライアンス体制のイメージである．ここでは，船舶の発注

ごとにアライアンスの組み合わせが柔軟に行える運用をイ

メージしている．この仕組みを機能させるためには，ファシ

リテーターが必要と考える．受注段階から舶用メーカーと情

報共有を行うことによって，造船所・舶用メーカー双方の工

程管理に改善がみられると考える．そこで，造船所だけでな

く，舶用メーカーも参加することを考える． 

アライアンスにて受注する場合，既存の工場施設能力をベ

ースに考える必要がある．そのため，ブロック分割位置も可

能な限り揃える必要があると考え，建造する造船所の工場施

設能力が同程度であることを前提にする．そして，生産設計

図面を可能な限り同一にすること，すなわちファシリテータ

ーが建造する造船所の能力を把握した上で，アライアンス間

で同一の生産設計図面を作成することが必要である． 

現在，各造船所で使用している CAD等のシステムは様々で

あるが，計画・設計・調達・建造にわたって必要なデータ，

情報を連携できるようにしなければならない．そのためには，

図面内の名称等の標準化（コードの体系化）と情報連携基盤

（API を作成して CAD データ等を連携していく仕組み）を並

行して整備する必要があると考える． 

アライアンスの組み方は，営業，調達，開発，設計，建造，

様々な段階で行い，柔軟性をもって，各社の建造計画に合わ

せて行うことが望ましいと考える． 

共同営業・共同調達を考えた場合，仕様書等の統一化，調

達品発注書等の統一化が考えられる．共同設計の場合，設計

標準の統一化，図面名称等の標準化が考えられる．共同建造

の場合，工作要領，工作標準の統一，部品の標準化，規格化

（鋼板サイズ，小組部材等）等の標準化等が必要であると考

える． 

建築業界では，BIM (Building Information Modeling)を

推進している．BIM は，コンピュータ上に作成した主に３次

元の形状情報に加え，室等の名称・面積，材料・部材の仕様・

性能等属性情報を併せ持つ建物情報モデルを構築するシス

テムであり，設計から施工，維持管理のプロセスの標準化・

共通化に向かっている 2)．参考となる取り組みだと考える． 

最近の製造業は，BOM (Bills of Materials)を構築し，管

理する動きがある．大量の部品を取り扱うこと，数多くの舶

用メーカー，協力会社等と大量の図面・情報をやりとりする

ことを考えると，造船において，BOM を整備することが求め

られる 5)．艤装品の手配等の効率化等，生産効率を改善する

ことが期待できる 1)． 

3．2 工場デジタルツイン 

造船所の課題に，受注時の精緻なコスト算出，手戻りによ

る工程遅延防止等が挙げられる．設計の上流で PDCA サイク

ル(plan-do-check-act cycle)を何度も廻し，リスクの早期発

見と対策の立案，造船現場への設計情報の提供などが求めら

れる．そこで，コスト競争力強化に向けた取り組みに加え，

生産性向上にもつながる対策の一つに，図－２に示すような

工場デジタルツインを考える．  

工場デジタルツインは，①初期段階における精緻，最適な

生産計画，コスト算出のために，建造シミュレーションによ

る計画(Plan)を行う． 緻密な計画を立てることが求められ

るため，建造シミュレーションモデルを改善していくことを

考える．そこで，②建造過程のモニタリングによる管理に加

え，③分析，④改善等が行えることを考える．シミュレーシ

ョン等計画を行う Cyber 空間と現場工程にあたる Physical

空間のツインを構成し，工程管理を徹底する．緻密な計画通

りの建造を行うことでコストアップを回避することを目指

す．短納期建造による国際競争力強化にもつながると考える． 

現在，離散イベントシミュレータによるシミュレーション

が市販システムに導入されている．韓国，中国造船所の中に

は，これらを利用しているとの報告もある 3),4)．現場に負担

をかけないため，IoT 等を活用した工場内モニタリングの実

用化，その後の分析・評価（改善）等を含んだ全体見直しが

求められる．そのなかで，AI技術の導入，開発も必要と考え

る． 

 

 
図－1 アライアンス体制 

 

図－２ 工場デジタルツイン 
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44．．おおわわりりにに  

我が国造船業の国際競争力強化を実現すべく，海上技術安

全研究所が主導して産官学による研究会を設置した．本研究

会では，「造船CIMS の教訓を踏まえた次世代設計システムの

あり方」，「デジタル化等最近の技術革新の動向」，「海事

産業の将来像」，「建築業の動向」，「CAD等システムの最新

動向」をテーマに議論を行った．日本造船業の国際競争力強

化に向けては，各社の競争力強化に向けたより一層の取り組

みに加え，アライアンスを組んで受注機会を増やすことも一

つの選択肢と考えられる．今後の取り組みについて，以下の

通り提言する． 

1. 設計の長期化によるコストアップを抑えるため，新船

型船の図面共有に向けて，図面に記載される名称等

種々の標準化（コードの体系化） 

2. アライアンスを組む際に，標準化を踏まえた情報連携

基盤（データの相互連携），調達・部品管理を円滑に

行うためのBOM等の構築 

3. 手戻り低減による追加のコストの抑制ならびに生産

効率・品質の向上のために，PDCA サイクルの管理を確

実にする．そのための，初期段階における精緻，最適

な生産計画を可能とする計画シミュレーション技術

の整備．さらには，モニタリングによる予実管理，分

析・評価を踏まえた改善を行う工場デジタルツインの

構築 

海上技術安全研究所は，我が国造船業の国際競争力強化に

向けて，リードタイム短縮に加え，大型ロット発注や設計リ

ソースの集約への対応を可能とする情報連携基盤の整備の

課題を解決するために，造船所の生産性向上に焦点を当てた

研究開発を進めていく予定である． 
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